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東京都保健医療計画の在宅療養に関する内容の見直し（※）及び都における在宅療養推進の取組の検討の際の
基礎資料とすることを目的とする。

調査の目的

都内全ての病院（約６４０か所）・診療所（約１２，９００か所）・歯科診療所（約１０，５００か所）

調査方法

アンケート調査（Web・郵送の併用）

調査内容

※医療法に基づき、６年ごとに調査・分析・評価を行い、必要な場合は見直しを行う。特に、在宅医療に関す
る事項については、国通知により３年ごとに調査・分析・評価を行い、必要な場合は見直しを行う。

調査結果の公表

ホームページ等で結果概要を公表予定

資料４

調査対象

在宅療養推進会議の下に「調査検討部会」設置し、具体的な調査内容を検討

＜調査項目等の考え方（案）＞
令和元年度に実施した「東京都医療機能実態調査（在宅医療機能に係る実態調査）」との比較検証を行うこと
を基本とするが、都に報告することが義務付けられている医療機能情報や「病床機能報告制度」で取れる基礎
データと類似する項目は、削除

都として今後重点的に取り組むべき課題に係る質問項目を追加
（例：ＡＣＰ、ハラスメント対策、災害対策、多職種連携システム、病院救急車の活用状況など）

在宅医療分野において、課題の分析や施策の効果検証につながる項目で、他の調査等（※）では取れない項目
※ＤＰＣデータ、患者調査、医療施設調査、人口動態統計 等
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令和７年度

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

スケジュール（案）

★
報告書
完成

調査結果を参考に、今後予定されている東京保健医療計画の中間見直しに反映

調査内容の検討
調査の全体設計 調査実施 調査結果

分析
報告書
作成

部会の設置（案）

＜名称＞
在宅療養推進会議調査検討部会

＜設置目的＞
調査項目及び調査票（案）を検討する。

＜委員構成＞
病院医師１名、在宅医１名、学識経験者１名
東京都医師会１名、東京都歯科医師会１名、行政機関１名（合計６名程度）

＜開催回数＞
２回程度（令和７年５月、６月）

部会実施

◆
第１回推進会議

（調査票(案)の報告）

◆
第２回推進会議

（調査結果の報告）


